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被災地社協に九州ブロックから応援職員を派遣  ～ 平成30年７月豪雨 ～ 

 西日本を中心に甚大な被害をもたらした「平成30年７月豪雨」の発生から２か月近くが経過

しました。本会は、九州ブロックの幹事社協として被災地への応援職員の派遣や連絡調整を行

っています。九州ブロック社協からは、７月16日(月)から８月31日(金)までの期間、広島県の

呉市に264名、坂町に252名、三原市に132名の応援職員を派遣し、地元市町社協や災害ボランテ

ィア活動支援プロジェクト会議(支援Ｐ)、ＮＰＯ等のボランティア団体と協力して災害ボラン

ティアセンターの運営支援を行いました。また、多くの地元住民の方々も、自宅が被災された

状況のなか、災害ボランティアセンターの運営支援に協力されていました。 

 夏休みやお盆期間だったこともあり、学生や県外

から参加したボランティアが多く、「２年前の熊本

地震の時にたくさんの人にお世話になったから、恩

返しにきました。」と熊本県から車で来られた方も

おり、35℃を超える猛暑の中、家屋や床下の泥かき

や家具の運び出し、土嚢やゴミの運搬作業などの活

動をされていました。 

 被災地では、まだまだボランティアによる支援が

必要とされているため、９月も引き続き応援職員を

派遣し、運営支援に努めます。 

 また、被災した世帯を対象とした緊急小口資金(特例貸付)についても、７月25日(水)から８

月10日(金)までの期間に、本会から広島市及び東広島市に３名、九州ブロック社協から広島県

に76名の応援職員を派遣し、被災地社協の支援を行いました。緊急小口資金(特例貸付)は、東

日本大震災や平成28年熊本地震などの大規模災害時に特例措置として行われ、平成30年７月豪

雨においても、災害救助法が適用された地域で被災した世帯に、当座の生活を維持していくた

めの費用として10万円(世帯員が４名以上いるなどは20万円)を貸付けるものです。８月17日

(金)現在で165件、2,345万円が貸付けられました。 

 福祉職への就労を促進する  ～ 福祉の就職総合フェア2018 ～ 

 介護等の福祉関係業務に携わる人材を確保し、福祉サービスの充実を図るため、８月17日(金)

にＫＫＲホテル熊本で「福祉の就職総合フェア2018」を開催しました。 

 福祉職の求人需要が増す一方、求職者が伸び悩む状況の

中で、41の事業所と90名の求職者(学生59名、他31名)が参

加し、面談に臨みました。また、同日開催の「就活応援セ

ミナー」にも45名が参加し、面談前の心構えなどについて、

実際に福祉の現場で働く職員から講義を受けました。 

 なお、今後の福祉人材確保のためには、新規採用ととも

に、働いている職員や新規採用者の離職防止と定着のため

の取組みも大切なことから、参加する事業主や管理者に

は、今回のフェアの開催に先立ち７月30日(月)に県総合福

祉センターで開催した「福祉・介護人材確保、定着支援セ

ミナー」を受講していただきました。          
【各ブースでの面談会の様子】 

【くれ市災害ボランティアセンター安浦サテライト】 
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【女子バレーボール(合志市)】 

 社会福祉振興基金の助成先を決定しました ～ 民間福祉団体・小規模団体 ～ 

平成30年度社会福祉振興基金の助成金交付が次のとおり決定しました。 
１ 民間福祉団体活動推進事業への助成 

 団 体 名 事 業 名 

1 熊本県自閉症協会 高等学校における特別支援教育の推進・音楽会 

2 熊本県高齢者障害者福祉生活協同組合 住民主体の移動・外出支援を考える 

3 ＨＥＡＬＳ（ヒールズ） マタニティフェスティバル事業 

4 千丁校区福祉推進協議会 千丁校区福祉まつり 

5 荒尾よか菜プロジェクト 地域で防災夏休み編 

6 オリーブの会 地域障害者支援充実事業 

２ 小規模団体活動支援事業への助成 

 市町村名 団 体 名 事 業 名 

1 熊本市 ＮＰＯ法人新町きぼうの家 障害福祉サービス事業 

2 熊本市 ＮＰＯ法人奏気流 設備整備事業 

3 熊本市 雨やどりの会(熊本非行と向き合う親たちの会) 通信機器整備事業 

4 熊本市 子ども・地域食堂 ほがらか食堂 子ども・地域食堂事業 

5 八代市 社会福祉法人麦の会 まんさく園 通信機器整備事業 

6 八代市 ＮＰＯ法人とら太の会 みのり 機材整備事業 

7 菊池市 ＮＰＯ法人夢のかけら舎 障がい者就労支援強化事業 

8 美里町 下益城郡ひとり親家庭福祉連合会 子ども食堂事業 

9 山都町 ＮＰＯ法人エッグス 地域活動支援センタースクランブル 機材整備事業 
 

チームアプローチの重要性と社会資源の活用法を学ぶ   
～ 第１回生活困窮者自立相談支援事業相談支援員研修会 ～ 

 ８月７日(火)にＫＫＲホテル熊本で、「第１回生活困窮者自立相談支援事業相談支援員研修会」

を開催し、県内の自立相談支援機関等の相談支援員等 85 名が参加しました。 

 講義では、熊本学園大学社会福祉学部 特任准教授 加來克幸 氏から「チームアプローチの視

点と社会資源の活用・開拓による生活困窮者支援の方法について」と題し、複合的な課題を抱え

た生活困窮者に対する相談支援において、地域の中の関係機関に所属する様々な専門職と連携・

協力し、チームとして役割分担を行いながら、協働作業で支援を行っていくことの必要性や重要

性、地域の社会資源を把握するための地域診断について、自身のこれまでの経験を踏まえながら

お話しをいただきました。 

 グループワークでは、事例分析を個人ワークと合わせて行いながら、エコマップの作成や事例

の課題・問題点の整理、支援方法、社会資源の活用等について考え、チームアプローチの視点や

社会資源の活用等について理解を深めました。 

菊水学園が４年連続で男女Ｗ優勝！  ～ 第62回県児童福祉施設球技大会 ～ 

７月16日(月)と８月３日(金)の両日、県民総

合運動公園と合志市総合体育館で「第62回熊本

県児童福祉施設球技大会」を開催し、県内児童

福祉施設の児童276名が参加しました。 

本大会は、競技を通じて子どもたちの体力増

進や融和を図り、明朗な人間性を養うとともに、

児童福祉の向上に寄与することを目的に毎年開催しています。 

本年度は、男子野球の部に12チーム、女子バレーボールの部に11チームが参加し熱戦が繰り広

げられました。男女ともに菊水学園が優勝され、準優勝は男子が慈愛園子供ホーム、女子が広安

愛児園となりました。なお、優勝、準優勝のチームは、８月22日(水)から長崎市で開催の九州大

会への出場権を得ましたが、台風の接近で同大会が中止となり残念な結果となりました。 
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各課トピックス      ＊お問合せは、県社協各課まで 

総 務 課 地 域 福 祉 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 

◆ホームページ「バナー広告」の募集◆ 

本会ホームページでのバナー広告を募集中です。 

広告の位置 本会ホームページの下部  

広告の枠数 最大８枠  

広告の規格 大きさ 縦50ﾋﾟｸｾﾙ×横146ﾋﾟｸｾﾙ  

広告掲載料 １か月あたり5,000円  

掲載希望期間 １か月単位で、最長12か月まで  

※ 詳細やお申込みについては、本会ホームページ

または総務課までお問合わせください。 

◆生活支援コーディネーター養成研修（応用編）◆ 

地域における生活支援の仕組みを充実させるた

め、社会資源の活用・開発や担い手の育成、関係機

関とのネットワークづくりなどの役割・機能を果た

す生活支援コーディネーター向けに研修会を実施

します。 

日 時 10月12日(金) 9：25～16：30 

会 場 菊南温泉 ユウベルホテル 

内 容 行政説明、講義、実践報告、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

施 設 福 祉 課 民 生 課 

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-355-5440 

◆ソウェルクラブ会員交流事業のご案内◆ 

事業名 黒川温泉旅館 宿泊助成 (定員40名) 

＊入浴手形付き 宿泊券 

期 日 10月６日(土)～７日(日) 

宿 泊 ｢黒川温泉 黒川荘｣(阿蘇郡南小国町) 

参加費 １人 12,200円(通常価格24,400円) 

申 込 ９月５日(水)～９月６日(木) 

＊ 申込期日は変更になる場合があります。 

＊ 詳細は、会員事業所へ別途ご連絡します。 

◆教育支援資金（就学支度費）受付のご案内◆ 

 大学や高校等へ就学の際に必要な支度費用(就学

支度費)の申込みについては､早期に入学金等が必

要となる場合もあるため、その納入期限に応じて借

入申込みが可能です。なお、既に支払った費用は対

象となりませんのでご注意ください。 

 受付は入学する月の前月15日までです。 

※ 就学支度費は早期から受付けますが、教育支援費は 

原則入学の２月前からの受付となります。 

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-324-5456 

◆福祉の仕事入門ｾﾐﾅｰ&職場見学会(第２期)のご案内◆ 

福祉の仕事の経験や資格がない方に情報提供す

るため、第２期（第５回～第７回）「福祉の仕事入

門セミナー」＆「福祉の職場見学会」を開催します。 
回 日  時 セミナー会場 職場見学先と期日 

５ 
10 月 19 日(金) 

13：30～15:30 

くまもと森都心プラザ 

(西区)６階Ｃ会議室 

障害者支援施設 

西区 11 月 

６ 
10 月 20 日(土) 

10：00～12:00 

天草市民センター 

(天草市)第３会議室 

特別養護老人ホーム 

天草市 11 月 

７ 
10 月 27 日(土) 

10:00～12:00 

宇城市中央公民館 

(宇城市)会議室１ 

特別養護老人ホーム 

宇城市 11 月 
 

◆リーフレットをご活用ください◆ 

当センターでは、「地域福祉権利

擁護事業」の概要や契約までの流

れを説明するためのリーフレット

を作成しています。 

相談者への説明用としてだけで

なく、サービス利用の促進のため

に各市町村社協で開催される研修  
会などにご活用ください。 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 ◆９月は｢老人の日・老人週間｣◆ 

９月15日を｢老人の日｣、同月21日までの１週間を

｢老人週間｣とすると老人福祉法

で定められています。 

 標語は、｢みんなで築こう 安

心と活力ある健康長寿社会｣で

す。各事業所におかれましては、

期間中の啓発や各種行事の実施

など、広報周知活動にご協力を

お願いいたします。 

◆福祉教育推進研究会議のご案内◆ 

テーマ 「サービスラーニングの手法を取り入れた 

福祉教育の展開を考える」 

日 時 ９月19日(水) 10：30～15：00 

会 場 ＫＫＲホテル熊本 １階 「有明・不知火」 

講 師 市民社会コンサルタント／日本福祉大学 

サービスラーニング担当 村上 徹也 氏 

対象者 市町村社協職員等 


